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ｘを１５倍して解きます。ｘ＝－７  

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的に、２個のさいころを振ったときに作るサイコロ表と同じ方法で整理できます。 

aについては、以下の１０通りの組合せがありますが、それぞれ同じ確率（  ）で出ます。 

 

 

          

   

 bについては４通りなので、aと bの組合せ表は以下の 4×10 = 40(通り)になり、それぞれは等しい確

率で出ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  その 40(通り)のうち、得点が奇数になるのは 14(通り)。 よって、求める答えは     です。 
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   まずは、与式を因数分解して分析をできるようにします。  

  

  

   

   ここで、ｓ、ｔは正の奇数なので、ｓ＋ｔは正の偶数ｓ＋ｔは正の偶数ｓ＋ｔは正の偶数ｓ＋ｔは正の偶数であり、(ｓ－ｔ)(ｓ＋ｔ)が正の偶数なので、

ｓ－ｔも正の偶数ｓ－ｔも正の偶数ｓ－ｔも正の偶数ｓ－ｔも正の偶数になります。また、ｓ、ｔは正なので、ｓ－ｔ＜ｓ＋ｔｓ－ｔ＜ｓ＋ｔｓ－ｔ＜ｓ＋ｔｓ－ｔ＜ｓ＋ｔ です。 

   そこで、①を満たすｓ－ｔ、ｓ＋ｔを考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このとき、(ｓ－ｔ)＋(ｓ＋ｔ)＝２ｓ、(ｓ＋ｔ)－(ｓ－ｔ)＝２ｔであることを使えば、ｓとｔの計算が 

速くできます。上の表はこれを意識して作りました。 

 最後に、出てきた解の吟味が必要です。出てきたｓ，ｔの組合せのうち、(ｓ，ｔ)＝(52，48)は、ｓと

ｔが正の奇数であることに反し、不適です。 

 よって、求める答えは、((((ｓ，ｔｓ，ｔｓ，ｔｓ，ｔ))))＝＝＝＝(101(101(101(101，，，，99)99)99)99)、、、、(29(29(29(29，，，，21)21)21)21)、、、、(25(25(25(25，，，，15)15)15)15)    になります。 

 

 

 

 

 

 

 ２けたの自然数の２乗を  とすると、              です。 

 

 このうち、       となる場合を探すのですが、a は自然数なので、 は 2012 よりも大きい自

然数であるはずです。よって、そのような  を探しましょう。  

 

 試行錯誤で 2012近辺の数字を見つけてきます。 

すると、            あることがわかるので、 

                      となります。 

 

 よって、       を満たしうる  は              の、55(=99－44)個です。 

 この  それぞれに１対１対応して、aが存在するので、求める aの個数も 55555555個個個個になります。   
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グラフの問題は、コツコツ各点のｘ，ｙ座標を出してい

くのが基本です。 

 Ｂ，Ｄのｘ座標が a-1、Ｃ，Ｅのｘ座標が a+1であるこ

とは、問題文からすぐにわかります。これらをグラフの式

に代入すると、各点のｙ座標が左図のように分かります。   

また、台形ＢＤＥＣの高さが２になることも大丈夫でし

ょう。 

 

あとは、台形の面積公式    ((((上底＋下底上底＋下底上底＋下底上底＋下底))))×高さ÷２×高さ÷２×高さ÷２×高さ÷２を使

うだけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｔはＦのｙ座標なので、その大きさは図のピンク線の長

さを、u はＡのｙ座標なので、その大きさは図の緑線の長

さを表します。 

 つまり、tttt----uuuuの値は、図の赤色部分の長さになるの値は、図の赤色部分の長さになるの値は、図の赤色部分の長さになるの値は、図の赤色部分の長さになるのです。 

 これが分かればＦとＡのｙ座標を求めるだけです。 

  

Ａのｘ座標が aなので、 

 

ＢＡの延長線上で、ｘ座標が a+1の点をＧとすると、 

ＦＡ∥ＣＧなので、BA：AG = BF：FC＝1：1 

よって、ＦはＢＣの中点になります。 

ここから、ＢとＣのｙ座標を足して２で割り、 

 

 

  以上より、            

 

大阪府の解答例は、ＢＣの傾きから、Ｂを基準としてＦのｙ座標を出しています。記述のしやすさはほ

ぼ同じでしょう。 

(大阪府教育委員会の解答例) 
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これは簡単ですね。もちろん、△ＢＤＧの高さは線分ＡＢの１２です。 

 （９－ｘ）×１２÷２＝－６ｘ＋５４      

 

 

△ＨＡＤと△ＤＢＩにおいて 

∠ＡＤＨ＝∠ＡＤＩ－∠ＨＤＩ＝90°－∠ＨＤＩ    …① 

∠ＢＩＤ＝180°－∠ＤＨＩ－∠ＨＤＩ＝90°－∠ＨＤＩ…② 

①、②より、∠ＡＤＨ＝∠ＢＩＤ(▲) …③ 

 

ここまでは、すぐにできるのではないかと思います。 

そして、相似条件を満たすためには、もう一組の角が等しいことを

示す(ア)、または、▲の角を挟む 2組の辺の比が等しいを示す(イ)必要

があります。 

受験生の皆さんは、相似の問題はこれまで何問も解いてきたと思い

ますが、2 組の角にもっていく問題を多く解いてきたでしょうから、

まず方針(ア)を考えるのではないかと思います。 

 

しかし、あと一組の角を等しいことを示すことが難しいです。 

 ∠ＨＡＤ＝∠ＤＢＩを言いたい。なんとかならないか・・・。  

と、試行錯誤をしているうちに、この２つの角の位置関係は共にＨＤ

を見込む角だと気づき、円周角の定理が使えないかと考え、 

直角三角形は円に内接し、斜辺はその直径となることを思い出し、(ま

たは、円周角の定理の逆に気がつき、)左の様に 4点Ａ、Ｂ、Ｄ、Ｈが

同一円周上にあるとでき、弧ＨＤについての円周角は等しいので・・・・。

として解くのですが、かなり難しいと思います。 

 大阪府の解答例はこれをいきなりさらっとやっており、円をいきな

り描き、2 組の角とも鮮やかに示していますが、このようなにサクッ

と解けた受験生がどれくらいいるでしょうか。かなりの受験生が苦し

んだ問題だと思います。 

とりあえずここで、大阪府の回答例を示します。 

(大阪府教育委員会の解答例) 
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次に、方針(イ)による解法を示しておきます。 

 

「(三角形の面積)＝  ×(底辺)×(高さ)」の公式はあたりまえです

よね。ここで、同じ三角形について「底辺」と「高さ」の見方を変

えるのです。そうすると、辺についての等式が一つ得られます。 

  

これを用いると 

△ＢＤＩ＝△ＢＤＩ＝△ＢＤＩ＝△ＢＤＩ＝    ×ＩＤ×ＡＤ＝×ＩＤ×ＡＤ＝×ＩＤ×ＡＤ＝×ＩＤ×ＡＤ＝        ×ＢＩ×ＤＨ×ＢＩ×ＤＨ×ＢＩ×ＤＨ×ＢＩ×ＤＨ  となります。 

   

ここで、辺々に辺々に辺々に辺々に                        をかけるをかけるをかけるをかけると・・  

  

          ・・・④ が得られます。 

 

これと、先の③より、「２２２２組の辺の比が等しく、その間の角が等組の辺の比が等しく、その間の角が等組の辺の比が等しく、その間の角が等組の辺の比が等しく、その間の角が等

しいしいしいしい」から、△ＨＡＤ∽△ＤＢＩが示せるのです。三角形の見方を

変える問題はきっと練習を積んできていると思いますので、こちら  

の方が気づきやすいのではないかと私は思いましたが、いかがでし 

ょうか。どちらにせよ難しい問題でした。 

 

  

  

 

②は難しい問題ですが、③は解けないといけない問題です。もし、

②ができなくても、△ＨＡＤ∽△ＤＢＩが示せたとして解くべきで

す。 

 △ＨＡＤ∽△ＤＢＩを用いると、辺ＨＤに対応する辺はＤＩです。

よって、ＤＩを求めることが目標になります。 

そして、ＤＩはＣＩ－ＣＤで求まり、 

ＣＩは△ＢＣＩについての三平方の定理で、  

   それに必要なＢＩは、△ＨＡＤ∽△ＤＢＩから、 

それに必要なＢＤは、△ＢＣＤの三平方の定理で求まります。 

 

結局、②で与えられた、相似関係を使い、丁寧に計算するだけです。 

 

 

 

(大阪府教育委員会の解答例) 
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左図にまず簡単に分かる数値を 

書き込んでいきます。(右図へ) 

△ＡＢＨ、△ＤＢＣについての  

三平方の定理から、 

 ＢＧ＝１３、ＢＤ＝１５ 

 

△ＢＡＧ∽△ＩＤＧ 

(相似比５：４)から 

 

ＩＧ＝    

         

 

ＩＤ＝    

         

 

ここで、重要な補助線を引きます。IEIEIEIEです。です。です。です。 

△ＢＡＧ△ＢＡＧ△ＢＡＧ△ＢＡＧ∽△ＩＤＧ∽△ＩＤＧ∽△ＩＤＧ∽△ＩＤＧ((((相似比５：４相似比５：４相似比５：４相似比５：４))))からＢＧ：ＧＩ＝ＢＧ：ＧＩ＝ＢＧ：ＧＩ＝ＢＧ：ＧＩ＝5555：：：：4444

ですが、ＢＤ：ＤＥもＢＤ：ＤＥもＢＤ：ＤＥもＢＤ：ＤＥも 15151515：：：：12121212＝＝＝＝5555：：：：4444 です。 

よって、ＩＥ∥ＧＤＩＥ∥ＧＤＩＥ∥ＧＤＩＥ∥ＧＤであり、∠ＤＩＥは 90°です。 

  

これに気づければあとは、ＦＥを求めるために、 

直角三角形ＦＪＥを考えて、 

△△△△ＦＪＩＦＪＩＦＪＩＦＪＩ∽△ＩＤＧ∽△ＩＤＧ∽△ＩＤＧ∽△ＩＤＧ((((相似比９：２６相似比９：２６相似比９：２６相似比９：２６))))から、 

 

ＩＪ＝  、ＪＥ＝ＩＥ－ＩＪ＝           

 

ＦＪ＝    

    

最後に△ＦＪＥについて三平方の定理から、 

    

 

 

 大変な問題でした。ｘ＝5 でなければ、ＩＥ∥ＧＤとはなりませんので、このやり方ではここを見抜け

るかがポイントになりそうです。 

他にもやり方は複数あると思います。例えば、△ＢＡＧ△ＢＡＧ△ＢＡＧ△ＢＡＧ∽△ＤＨＧ∽△ＤＨＧ∽△ＤＨＧ∽△ＤＨＧ((((相似比１３：４相似比１３：４相似比１３：４相似比１３：４))))に着目に着目に着目に着目すれば、Ｂ

Ｆ上にＥＦ∥ＥＦ∥ＥＦ∥ＥＦ∥ＤＤＤＤＫＫＫＫとなるＫをとると、線分ＤＨと線分線分線分線分ＨＫＨＫＨＫＨＫ(線分ＧＨを求めておいて)の長さがこの相似関

係から求まります。次に△ＤＨＫについて三平方の定理から線分ＤＫ線分ＤＫ線分ＤＫ線分ＤＫを求め、最後に△ＢＤＫ△ＢＤＫ△ＢＤＫ△ＢＤＫ∽△Ｂ∽△Ｂ∽△Ｂ∽△ＢＥＦＥＦＥＦＥＦ

((((相似比１５：２７相似比１５：２７相似比１５：２７相似比１５：２７))))を使って、線分ＥＦを出すのです。こちらの方が、ＩＥ∥ＧＤに気がつかなくてもで

き、汎用性が高いやり方です。しかし、図が込み入ってくるので、どこが直角かを間違えないよう、注意

が必要です。部分的に図を拡大するなどして、きちんと計算をしましょう。やってみてください。 

 

私が解説を書くように、ゆっくりと何通りも考えて比べる時間があれば、「こちらの方が計算が簡単です

ね」などと言えるのですが、試験では１つのやり方を思いつくだけで精一杯なはずです。だからまずは、

思いついたやり方で答えまで導く、正確な分析力、計算力を備えておくことが大切です。 

その意味で、さらにもう一つ別解別解別解別解のヒントのヒントのヒントのヒントをお示しします。結果的には、計算が相当厳しいので試験向

きの解答ではありませんでした。時間内に解くのは無理かもしれません。しかし、数学には複数の解き方

があり、正解にたどり着けるのだと体感することは有意義なことだと思います。その上で、楽な方法を探

す訓練(さらには捨て問を見抜く訓練)をすればよいと思います。 
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△△△△ＢＪＧＢＪＧＢＪＧＢＪＧ∽△∽△∽△∽△ＢＥＦＢＥＦＢＥＦＢＥＦ((((相似比１３：２７相似比１３：２７相似比１３：２７相似比１３：２７))))が使えるように、が使えるように、が使えるように、が使えるように、

△ＢＪＧが二等辺三角形△ＢＪＧが二等辺三角形△ＢＪＧが二等辺三角形△ＢＪＧが二等辺三角形((((ＢＪ＝ＢＧ＝１３ＢＪ＝ＢＧ＝１３ＢＪ＝ＢＧ＝１３ＢＪ＝ＢＧ＝１３))))となるようとなるようとなるようとなるよう

に、点Ｊをとります。に、点Ｊをとります。に、点Ｊをとります。に、点Ｊをとります。 

 

(１)①で出したように、 

△ＢＤＧ△ＢＤＧ△ＢＤＧ△ＢＤＧ＝４×１２÷２＝２４２４２４２４    です。 

 ここで、ＢＪ：ＪＤＢＪ：ＪＤＢＪ：ＪＤＢＪ：ＪＤ＝＝＝＝13131313：：：：2222ですから、 

    

△ＢＪＧ△ＢＪＧ△ＢＪＧ△ＢＪＧ＝＝＝＝                                                

 

 面積比は、相似比の 2乗になりますので、 

    

△ＢＪＧ△ＢＪＧ△ＢＪＧ△ＢＪＧ：：：：△ＢＥＦ＝△ＢＥＦ＝△ＢＥＦ＝△ＢＥＦ＝                        です。                      

 

△ＢＥＦ＝△ＢＥＦ＝△ＢＥＦ＝△ＢＥＦ＝                                            ・・・①・・・①・・・①・・・①    

  

△ＢＥＦの面積を出すことができました。 

 

 

   ここで、求めたいＥＦ＝a とおき 、ＥＦの中点をＫとすると、ＥＫ   、 

 

△ＢＥＫについての三平方の定理から、ＢＫ              

    

   以上より、△ＢＥＦ＝  × a ×              ・・・② 

 

   あとは、①、②より        △ＢＥＦ＝△ＢＥＦ＝△ＢＥＦ＝△ＢＥＦ＝        ××××    a a a a ××××                                                    ＝＝＝＝                    を解くを解くを解くを解くことになります。  

   

余力があれば挑戦してみてください。 

ただ、これを解く過程で aの 4乗がでてきてしまいます。 

そこで    として、２次関数におとして計算をすればよいと思います。 

また、aが複数でてきますので、解の吟味も必要になってきます。とにかくこれでも計算が大変です。 

 

 さらにベストアンサーがあるのかもしれませんが、どのやり方をしても、相当な計算量になるので、試

験会場で答えを合わせるのは至難の業でしょう。もう少し受験生に配慮してもらってもよいような気がし

ます。せっかく力のある受験生がいても、計算が複雑過ぎて点にならないのでは、試験として意味があり

ませんので。まあ、ここで文句をいっても意味がないでしょうから、先に述べたように、我々ができるこ

と、つまり、計算力を常に鍛えておき、自己防衛をすることが建設的です。 
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これも簡単ですね。 

求める立体は四角すいなので、  

をかけるの忘れずに。 

 

(すい体の体積)＝   

×（底面積）×（高さ） 
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とにかく２つの面積をもとめましょう。 

    

△ＤＬＭ∽△ＤＥＦ(相似比ｘ：６)から、         

  

ＬＭ＝       、ＫＪ＝       

 

同様に 

△ＤＭＫ∽△ＤＦＢ(相似比ｘ：６)から、          

   ＭＫ＝              

 

以上より 

(長方形ＩＬＭＫ)＝(台形ＫＭＮＪ) 

 

 

 

 

 

 

(大阪府教育委員会の解答例) 
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この問題も図形をきちんと把握すれば大丈夫でしょう。

作戦は、①細かく分けるか、②大きく求めて不要なところ

を除くかですが、①がシンプルでしょう。 

 

ＫＭとＯＮの交点をＰとし、ＬＭ＝ＥＱとなるＱをとり

ます。∠ＬＯＥ、∠ＭＰＱは直角です。 

    求める立体は、求める立体は、求める立体は、求める立体は、((((三角柱三角柱三角柱三角柱ＬＥＯＬＥＯＬＥＯＬＥＯ----ＭＱＰＭＱＰＭＱＰＭＱＰ))))    とととと        

((((四角すいＭ四角すいＭ四角すいＭ四角すいＭ----ＰＱＦＮＰＱＦＮＰＱＦＮＰＱＦＮ))))    に分けられます。に分けられます。に分けられます。に分けられます。    

△ＤＬＭ∽△ＤＥＦ(相似比２：６＝１：３)から、         

ＬＭ＝ＥＱ＝ＯＰ＝     、 ＱＦ＝    

 

△ＥＬＯ∽△ＥＤＨ(相似比４：６＝２：３)から、         

ＬＯ＝ＭＰ＝        

 

よって求める体積は、  

(三角柱ＬＥＯ-ＭＱＰ)＋(四角すいＭ-ＰＱＦＮ) 

                    

 

 

 

作戦②は、求める体積を包む三角柱から、右側の三角すいを除くやり方です。やってみてください。 

 

【【【【解いてみた解いてみた解いてみた解いてみた感想】感想】感想】感想】    

 文理学科２年目です。昨年の傾向を引き継ぎ、平面図形・空間図形のボリュームが多い問題でした。 

大問１の小問集合はやや難化した気がしますが、良い問題が並んでいると思います。 

大問２の平面図形は(1)②が嫌な問題でした。直角三角形や、向かい合う角の和が二直角となる四角形を

見れば反射的に外接円を考えるということは、大学受験のセンター試験などでは頻出であり常に意識され

なければならないことですが、公立高校の受験でヒントなしで気がつけ、試してみよというのは少し難し

いのではないかと思います。そこで、時間がかかりそうだと判断できれば、後回しにすべきなのですが、

嫌なことに(1)③が②に比べてやさしいので、焦って③まで取りこぼして欲しくないなぁと思いました。大

問２(2)はできなくても、合否に影響はないと思います。 

一方、大問３の空間図形は昨年に比べて易しくなっています。見かけにだまされず、冷静に正解したい

ところです。ここをとれないと文理学科では厳しくなるでしょう。大問２で落ち着きを失った受験生が連

鎖的に大問３も落とすというのが一番怖いと思いました。 

試験中冷静さを維持し、解けるはずの問題を全部取る。これは簡単なことではありません。しかし、実

力を十分に発揮するには、これを念頭に日頃から練習を積むしかありません。 

最後に、昨年も感じたことなのですが、文理学科以外の理数科等の受験生には、このセットでは難しす

ぎて実力差がつきにくいのではないでしょうか。大阪府が内申点を重視し、試験では差がつかなくても良

いなどと考えているのであれば別ですが、最後まで努力しようとする受験生がやる気を失わない程度に、

配慮して欲しいと思いました。試験を複数用意することは大変ご苦労なことであると思いますが。 

以上、解いてみた感想でした。 
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